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特集 “健やかな老い　　　　　
　　　－統合医療と介護福祉－”

　長寿の時代となり、高齢に達する人が多くなった。老いは複雑であり、
エイジングが進んでも、精神は発達を続ける面がある。超高齢期に達して
も、自己実現の活動を続ける人は多い。健やかな老いを、誰もが生きたい
と願う。高齢期は、健康の不安を伴うが、最近注目されるようになった「統
合医療」は、病気の治療や予防だけでなく、未病を癒し、健康創生をめざ
して発展している。健やかな老いに貢献するであろう。また、病気が無く
ても、生活機能が低下して、先々の生活に不安を抱く人も多い。近年登場
した介護福祉は、生活支援が必要な人を、保護的でなく、自律的に生きら
れるよう支援する社会対策として進められている。たとえ弱っても、その
人らしく、自分の意思で生きられるよう生活支援する介護福祉が、健やか
な老いを保障するものとなろう。この特集からこれらについて学び、安心
して健やかな老いを生きる道を探索して頂きたい。
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多元的教育システムの必要性
村田翼夫＊

＊（公財）未来教育研究所特任研究員、筑波大学名誉教授（比較国際教育学）

　日本の学校教育における児童生徒の教育指導については多くの問題が指摘されているが、

学習内容理解の困難さと関連して日本の伝統的な単一システムがもたらす弊害とその改革

について考えてみたい。

　近年、国際化への対応を考慮して小学校において2010年度から「外国語活動」が取

り入れられ、5、6年生が主として英語を学習することになった。2020年度からはそ

れを正規の教科へ引き上げることが計画されている。同様に道徳教育も同年度から教科に

しようとしている。しかも、これらの改革は全国一斉にすべての小学校において実施され

ることが特色である。

　国際化の進展に伴って英語が重要なコミュニケーション手段になることは認めるが、今

日のような多言語化社会にあっては他の外国語を教えることも配慮すべきではないだろか。

日本への留学生、観光客をみてもアジア諸国出身者で、中国語、韓国語、タイ語、マレー

語などを母語にしている者が多い。彼らとの交流を考えれば、画一的に英語のみを重視す

るのではなく、地方によっては前述のようなアジア言語、あるいは北海道ではロシア語な

どを教える工夫があってもよいのではないか。そうすれば、隣国の理解も深まるし、これ

から重要になると思われる東アジア共同体のメンバー意識を涵養して行くためにも有用と

思われる。

　ちなみに、筆者がしばしば調査に訪れているタイでは、中学校で英語に加えて仏語、独

語、高等学校では仏語、独語、日本語、中国語、アラビア語を選択科目に指定しその中か

ら1言語選べることになっている。また、韓国では2014年度から、中学校および高等

学校において8種類の第2外国語（ドイツ語、フランス語、スペイン語、日本語、中国

語、ロシア語、アラビア語、ベトナム語）を設定し、そのうち1言語を選べるようにし

ている。

　日本の学校では、こうした教科教育ばかりでなく各種の役割遂行の期待が大きく、学校

教員は仕事に追われ帰宅の時間も遅くなる人が多いと言われる。他方、児童生徒には、い
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じめに遭遇したり、登校拒否を起こしたり、学級崩壊を経験するケースも増えている。筆

者が、京都女子大学学生の教育実習指導のため関西地区のいくつかの中学校を訪問した時、

2、3年生のクラスで何人かの生徒が授業中に席に座らず教室を歩き回ったり、廊下で寝

ている生徒がいたりしていて驚いたことがある。高等学校では、惰性的に登校しているが

学習内容が理解できず、学習意欲を失い無気力になっている生徒も多くいると聞いている。

どうしてこのようなことが起きているのか。

　今年の1～2月にかけて京都市の小学校の若手教諭9人と小・中高校の年長教諭（校

長・副校長・指導主事等）7人を対象に面接およびアンケート調査を行い、彼らが直面

している問題について問うてみた。その結果は、本誌28巻2号のサロン談義「学校現

場からみた教育問題」に掲載した。最も多かったのは、「一人ひとりの個性差に応じた教

育指導ができない」であった。具体的には、「子どもの学力差が激しく一斉授業（35～

40人）では困難である」、「全員がわかる授業が課題であるが、一人ひとり課題があり、

一斉授業では難しい」、「障がい児教育を担当したが、いろいろな障がい状態の児童がいる

のに児童の状態に応じた対応ができなくて困った」などである。確かな学力の形成には学

習指導の個別化が必要であることは、教育改革委員会などで幾度も指摘されてきたが、実

現に至っていない。

　日本では、伝統的に集団中心主義の教育、画一的かつ硬直的な教育が行われてきた。そ

のことがこの問題の背景にあると思われる。学校では一人のクラス担任教師あるいは専科

教員が30～40人の児童生徒に一斉授業を行ってきている。しかも学校は年齢主義が基

本になっていて自動進級制を採用している。学習内容の理解の程度を問わず進級させる。

習熟度別学習は応用されているが、学年枠を越えた指導は行われない。飛び級も認められ

ていない。その結果、学習内容が理解できず、授業を聞こうともしない生徒が生じている

のではないか。

　第2に、教師が多忙で肝心の教育指導・生徒指導に専念することができないことが指

摘されていた。例えば、「会議、保護者向け文書、事務作業、部活動などで遅くなり、授

業そのものの準備や教材研究をする時間がない」、「土、日に学校で行われている地域行事

への参加も負担である」などである。このことも、基本的に1学級1人担任教師システ

ム、小学校に専科教員を置かない、教員・カウンセラー・職員の不足、保護者や地域人材

の協力を得ることの困難性、ICT（情報通信技術）の活用の不十分さなどの問題と関連し
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ていよう。

　筆者が以前にアメリカ・カリフォルニア州バークレー市で訪ねた小学校では、教育実習

生以外に何人もの親が学習の補助にきていた。もっともその学校のクラスではほとんどグ

ループ別、個人別学習が行われていた。音楽や美術の時間には地域のすぐれた技能を有す

る人材が授業の補助を行っていた。3年前にカナダのエドモントン市の小学校を視察し

た時、クラスに障がい児童がいると必ず専門教員が傍について補助していた。また、4

年前にオーストラリアのニューサウスウェールズ州のリズモア市の学校を訪問した時、障

がい児童のクラスには電子黒板が導入されていた。このような対策を行えば、教員の不足、

地域人材の活用、ICTの利用も可能になり、教員の多忙も軽減されるのではないかと考え

られる。しかし、そうした多様な試みを実践することは、日本のように画一的な単一シス

テムを採用している国では困難であろう。

　学校制度面をみてみると、日本では、外国人児童生徒が日本の学校へ就学することは認

められている。それでも外国人学校、インターナショナル・スクールは私立学校として認

可されず各種学校扱いである。以前に、あるインターナショナル・スクールの校長と面談

した時に、この学校では日本の私立学校と同様に税金を払っているのに私立学校と認めら

れないのは不合理であると不満を漏らしていた。また、在日韓国・朝鮮人が入学している

韓国学校、朝鮮学校では、民族教育が行われている。民族教育というのは、彼らの民族文

化・歴史・地理などを教えるものであり、日本の子ども達は受けていない。大阪府内の約

180校に民族学級が設置され、朝鮮にルーツを持つ子ども達を対象に、放課後、出身国

の歴史・文化や母語などを教え、民族アイデンティティを育み、自尊感情を形成する場と

なっている。そこでは日本人児童生徒の民族学級への参加・交流、教職員、PTA・地域

の理解と協力を得ることが課題となっている。また、朝鮮学校への公的補助を地方自治体

は行うようになっているが、政府はいまだに認めていない。

　筆者が調査してきた東南アジア諸国の学校制度・教育方法をみてみると、マレーシアの

小学校では、国語であるマレー語の学校以外に、中国語学校、インド人が通うタミル語学

校が設立されている。ただし、中等学校ではマレー語による教育に統一されるが、私立の

中国語中等学校は存在している。多民族で構成されるフィリピン、インドネシアにおいて

は、国語教育が十分に普及していないこともあって、小学校の低学年では地方で使用され

ている民族語で教育を行うことが認められている。イスラーム教徒の多いインドネシアで
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は、普通学校（スコラ）に加えて宗教学校（マドラサ）にも就学して義務教育を受けるこ

とができるようになっている。いわば、学校が二重制度になっている。また、タイやシン

ガポールにおいては、そこに設立されている日本人学校は、各種学校ではなく同国の学校

と同じ種類の私立学校として認可されている。

　民族構成が異なる日本において、この種の多様な学校制度・教育方法を直接導入するこ

とは難しいだろうが、これからの国際化、グローバル化時代にあっては、多様な個性、異

質な文化を持った人々が共生を図りつつそれぞれの個性・能力を存分に発揮できるような

学校制度・教育方法を工夫する必要があるだろう。ソフトウエア－を中心とする情報化時

代には、工業化社会において重視された画一的に規格化された商品を生産する労働者・経

営者ではなく、個性的で豊かなアイデアを持ち多様な能力を発揮できる人材が要請されて

いる。

　もう20年以上前になるが、タイの教育省で教育次官をされていたチャルーン・ボン

サヤ氏と話した時に、海外へ留学や仕事に行った場合に、その後現地に留まらず必ず帰国

するのは、タイ人と日本人のみであると指摘され驚いたことがある。確かに、日本もタイ

も小学校から大学までそれぞれ日本語、タイ語の国語で教育することになっており、いろ

んな分野において同質的コミュニティやサークルがみられる。自分たちの国のものと異な

る異質システムを有する社会には住みにくくて、なじみ深い均一システムを有する自国へ

帰ってしまうというわけである。それは、自国の伝統文化に誇りを持ち、国民のアイデン

ティティの保持にとって好都合かもしれないが、これからのグローバル化時代にそうした

同質社会を維持していくだけで諸問題に対処して行けるのか心配である。

　栗本一男氏が「日本ゆで卵論」を彼の著書『国際化時代と日本人－異なるシステムへの

対応－、NHKブックス、1985年』の中で紹介している。日本人は世界全体を国内と国

外に峻別して考える。ゆで卵で、黄色い部分は日本、白身は国外として区分され、国内も

国外も均質と考えられているというのである。日本文化も地方によってそれぞれ特質を

持っていて決して均一ではない。まして、異文化の外国文化が入ってくれば益々多様化し

てくる。しかし、日本には内と外を区分して使い分け、自分は内側のものとして固定し外

側の者を「よそ者」として排除する傾向が強い。新しく後から入った人は、前からある古

いもの、長く存在する伝統に同化し和して行くことが重要という社会規範が存在する。そ

こでは、新しい異質なもの、異質な人々は評価されず、伝統的規範、文化への同調、同化
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が求められる。

　これからは、このように日本が均質化した社会であるということを前提にした単一シス

テムを改革して多元システムを確立する必要があると思う。多元システムというのは、本

来、異文化の価値を認めて異質なものに対処していくシステムであり、異質で多様な文化

を持つ人々が共存・共生して行けるよう工夫されたメカニズムを指す。いわば、多様な言

語、習慣、文化の存在を認め、多様な能力を発揮しやすいよう工夫されたシステムを意味

している。従来、日本社会は日本語で交流しつつ同じタイプの生活様式を維持してきたが、

今後、日本人と異質な外国人、あるいは外国文化を身につけて帰国した日本人と協働して

新しい社会を創造して行かなければならない。日本人の間でも多様な能力・才能を備えた

人々、個人差のある学力を持った児童生徒がいる。さらに、特色を持った地方が存在する。

彼ら一人ひとりのニーズに対応した措置が取れるシステム、ならびに地方の独特な特色を

発展させるシステムを整備することが求められる。日本は均質化した社会ではなく多様な

文化を持つ社会であると考え、それらを尊重するシステムを確立しなければならない。教

育においても全国一斉に同一の教育を実施するのではなく、地域、地方、学校、教育セン

ター等が柔軟かつ自由な発想で各児童生徒の多様なニーズおよび能力・学力に対応したり、

地方の特色を生かした教育を工夫したりできる多元的教育システムを構築することが大き

な課題である。

　多元的教育システムを確立しなければ、英語以外の外国語教育の導入、年数主義に固執

する自動進級制度の変革、学年制の枠を越えた習熟度別学習の実施、教員・カウンセ

ラー・事務職員の増加、保護者や地域住民の学校への協力、ICTの柔軟な活用などを実現

することは困難であろう。
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　ハエやマウスの生殖細胞では、自己の遺伝子を破壊する多くの転移因子（トランスポゾン）が
活性化しているが、同時にそのトランスポゾンの働きを不活化する相同なRNA（piRNA）とタ
ンパク質（PIWI）の複合体の存在のために、その後の正常な発生が保証されている�1）。さらに、
その特異的な piRNAの由来する機構を解析したところ、驚くべきことに、piRNAはトランス
ポゾン自体のRNAの切り継ぎ（スプライシング）の産物であることが明らかにされた�2）。いわ
ば、遺伝子ゲノムは世代交代の度に、秩序の解体と再構築の洗礼を受けているのであって、iPS
細胞（人工多能性幹細胞）作製機構との関わりが深いと考えられる。� （Yan）

1）��Mohn,� F.� et� al.:� piRNA-guided� slicing� specifies� transcripts� for�Zucchini-
dependent,�phased�piRNA�biogenesis.�Science�348,�812-817�(2015)

2）��piRNA-guided�transposon�cleavage�initiates�Zucchini-dependent,�phased�piRNA�
production.�Science�348,�817-821�(2015)

生殖細胞の成熟を阻害する転移因子の働きを抑制する
piRNAとその由来

Random Scope

　以上の欄で、マウスの生殖細胞で活性化している転移因子（トランスポゾン）を紹介したが、
ヒトゲノムにも多数の転移可能な内在性レトロウィルス（ERV）が存在し、その中でもヒトと
チンパンジーの共通祖先の分岐前後に感染したとされる、ヒトERVは正常な胚発生中に発現し
ていることが示された。すなわち8細胞期の胚でその転写が始まり、着床前胚盤胞を経て、ヒ
ト胚性幹細胞が誘導される過程まで継続した後、停止する。したがってレトロウィルスタンパク
質と宿主因子間の複雑な相互作用がヒトの初期発生経路を微調整しているものと思われる。
� （Yan）

Grow,�E.�J.�et�al.:Intrinsic�retroviral�reactivation�in�human�preimplantation�embryos�
and�pluripotent�cells.�Nature�522,�221-225�(2015)

ヒトの着床前胚でも内在性レトロウィルスが再活性化
している
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